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南語における「日」母の語音層
一一日本漢字音との対照一一

小松嵐

1 閑南語（地図 1 参照）

閑方言は中国漢語系七大方言区中の一つであり，「間」は中国・福建省

の簡稽である。間南語は福建省の南部で話されている方言群であり，主に

泉州地区，津州地区，度門地区を含み，慶門音を代表とする。慶門地区で

は慶門，同安，金門三つの県と市で，泉州地区では泉州，菅江，悪安，南

安，安渓，永春，徳化等てや，津州地区は淳州、l，龍海，長泰，華安，南靖，

平和，津甫，雲宵，詔安，東山等十県市を含んてやる。その他に福建省西部

の龍巌，津平，大田，尤渓等も閑南方言圏に属するが，使用人口は凡そ

l, 200万である。

福建省の他に庚東省の潮j山地区12県市で，凡そ1,000万人，海南省12県

市約400万人，雷州半島七県市約400万人，虞西，斯江，江西等の省約180

万人，台湾の大部分地区約1,400万人が閑南語を使用している。閑南方言

の影響は更に東南アジア地区にも及んでいる。現在，閑南方言の使用人口

は5,000万強と推定きれる。

＊本節にある方言の使用者推定人口については，すべて周長揖1991. に拠る。

1. 1 「日 J 母と語音層

中国の音韻学では，声母のことを「母」と称するが，漢字を以て表わ

す。

「日」母が始めて現われたのは唐末宋初であったが（4. 1参照），当時

「日」母の推定音債は［nz] （鼻音＋口蓋音）だった。（中古36字母・音債
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推定表参照）しかし，現代標準語の「日 J 母はそり舌音の［r］となった。

nz → r，凡そ一千年の間重なった音声の変化にはきっと何らかの痕跡が

残っているはずだが，そのような痕跡はすなわち語音の層と考えられる。

現代標準語では見られない語音の層は，漢語系他の方言から見ることが出

来る。そのような「層j は日本において，中国語の古い発音を反映した漢

字音（特に呉音，漢音）からも推察できる。

2 閑南方言声母の差異

閑南方言圏三地区の泉州、l，慶門，津川｜の音韻体系にはそれぞれの差異が

見られるが，韻母の面において差異がとりわけ大きい。声調は七つである

が（平上去入四声は陰陽に分かれる），度門，津州音は陽上無しで，泉州

音には陽去が無い，その他，調値にも若干の差異が見られる（閑南語声調

表参照）。本文は韻母，調値などを取り除き，声母のみに注目することに

した。

2. 1 閤南語声母の体系

閑方言は十五声母であるが，その声母体系は上古音を受け継いだものと

言われ，“古無軽唇音”，“古無舌上音”（4. 1参照）などの特徴でその古め

かしさを示している。間南の泉州，度門，津州、！の声母の体系は他の閑語方

言と同じ十五声母体系に属し，ほぼ一致しているところが多いが，差異も

見られる。最も大きい差異は，「日」母にあると考えられる。以下表の如

［表1] 閑南方言声母

泉州（14/17) (1) 

p p' b(m) 

遁比輩 普皮平 文麻米（梅妹門）

t ‘ I (n) 

地竹重 他托徹 柳類泥内入日（耐年乳）
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ts ts‘ s 

争奇之 出秋市 時四常

k k ‘ g(u) h 

求古工 気寡琴 語牛疑（雅硬） 喜虎非

争

英員由

津小卜I (15/18) <2> 

p p‘ b(m) 

遁比輩 頗皮平 門麻米文（梅妹）

t t ‘ I (n) 

地竹重 他托徹 柳泥類内（耐年）

ts ts‘ s dz 

曾奇之 出秋市 時四常 入如日乳

k k ‘ g(u) h 

求古工 去葬琴 語牛疑 喜虎非

｢ 

英員由

説明： 1. 一番目の例字は方言韻書の代表文字

である。

2. 声母同ーの場合同じ例字を用いる。

3. 下線の字は「日」母である。

2. 2 泉州，慶門， j章州の「日 J 母

表1. に示したように，「日」母が泉州、l，津州においでは泉音［I］，津音

[dz］である。閑南方言標準音の度門音の一部（市区）は山で，泉音に

近い；一部（郊外）は［dz］で，津音と同じである。（表略）

泉，津，屡の「日 j 母による違いはよく知られているが，その原因はい

ったい何であろう？
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2. 2. 1 羅常培の説

羅氏は (1930, P. 8）度門日母の発音について，「従理論上講，慶門的

山音譲的本来不甚清噺，所以往往可以掌官替代［d］音……，遁音E艮破

裂摩擦音的稜音方法比純粋的破裂音尤矯接近，那末由［dz］→［I］在音理

上是可能的j と述べた。

また，羅氏は『唐五代西北方音.］ (1933, p5）において「……由［dz]>

[l］在慶門音里也有類似的例」と指摘した。

2. 3 dz>I の不合理性

羅説によれば，度門の「日 j 母は［dz］から［I］に変化したと見られ

る。

しかし，慶門音「日 j 母の差異は孤立したものではなしそれはもとも

と泉州音と津州音の差異を反映したものであるが，度門音「日」母の差異

の源は泉音と津音にあると考えられる。

2. 3. 1 歴史から見た泉， j章，慶

閑地方の人々は「避乱J 「徴轡」のために中原地区から閑地に移住して

きたと言われる。その移住は秦漢時代から始まり，唐代に至って盛んにな

った。

度門音は閑南語の標準音となっているが，その歴史は泉州、｜埠州より新し

い。閑南地方では泉州が最も早く聞いたが，紀元四世紀から十九世紀の

間，泉州、｜港は中国海外交通の重要な港として活躍した。経済の繁栄にとも

なって，言語の発達もかなり進み，泉州語は早期間南方言の代表であっ

た。間南地方の最も古い劇一一一梨園戯，及び中国の古い音曲一一一南曲とも

に泉州｜音を標準とする。

津州の開発は七世紀で，泉州より遅い。明の時代から津州の月港（今の

海澄）が勃興し閑南地方貿易の中心となり，淳州語の地位も次第に高まっ

た。

度門はもともと泉津港の聞の小きな島であり，清に至るまで同安県に属
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した。慶門地方の勃興は清のアへン戦争以後であった。十九世紀の初期，

新興の度門港は地理的良さによって発展が速くて，泉州l，津州から大勢の

人が集まってきて，閑南地方の中心町となり，度門語もついに閑南方言の

代表となった。しかし，慶門語は同安語の変体と見られていって，同安語

もまた泉淳の聞の下位方言であったので，屡門語には泉， j章両地方の特徴

をもていることも不思議で、はない。故に，度門語は俗に「不淳不泉」とも

言われる。

2. 3. 2 「十五音J 方言韻書から見た「日」母

方言韻書は「使農工商買，按巻而稽，無事載酒問字之勢J （『葉音妙悟・

序.］）のために作られたもので，間南方言韻書は全て閑方言の十五音の系

統である。

「十五音j は福建地方に流布している通俗韻書の総称で，最も早く見られ

たのは福州音系の『戚林八音J であり，後に泉州、Ii章州、！などの韻書が相次ぎ

編纂された（め。韻母の面においてはかなりの相違が見られるが，声母十五

がほぼ同じてコそれによって「十五音」と称した。

A. 『戚林八音』一一福州方言韻書

『戚林八音J は清の乾隆年間（18世紀前半）の『八音字義便覧J と『珠

玉同聾J の合刊本である（ぺ

［表 2 J 『戚林八音J 十五聾母

柳漫求気 イ丘 p k k' t 

波他曾入＊時 p ‘ t ‘ ts n s 

鴬蒙語出 喜 φ ロ1 。 ts‘ h 

打掌輿君 知 （語巴合わせの付け足し）

* 「入」は日母の代表文字，［n］と発音する（泥［n］日

同音）。

B. 『葉音妙倍J 一一間南泉州方言韻書

清の嘉慶5年（1800）泉州入賞謙が泉州方言のために編纂したもので，

すべての閑南方言韻書の粉本と言われる。
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［表 3 J 『葉音妙倍』十五聾母
柳遁求気地 p k k ‘ t 

普他宇入時 p ‘ t ‘ ts * s 

英文語出喜 中 b g ts‘ h 

打掌輿君知

* 泉州、｜では「入J と「柳」が同音で，［l］とする（泥

[n］無し，［l］とする）。十四音では体裁がよくないので，

『戚林J 十五字母の形式に従って，字母だけはそえておい

たのであろう（王， 1969）。

音素を整えるために「z」を置くのは普通ですが，本文はそのような形

式に従わず，「＊」にした。

c. 『葉集雅俗通十五音.］－津州方言韻書

1818年，淳州の謝秀嵐が淳州方言のために編纂した。それも『葉』書は

「悉用泉音，不能達之外郡」（雅俗通・序）のためであった。

［表 4 J 『葉集雅俗通十五音J 十五声母

柳漫求去地 1 p k k ‘ t 

頗他曾入時 p‘ t ‘ ts dz s 

英門語出喜 <P b g ts‘ h 

＊埠州の「入」は［dz］とする。その［dz］は非常に柔

らかい，仏語の「j」，或いは英語の pleasure, precision, 

crosier の「s」に近い一一一（W. H. Medhurst, 1831 『福建

方言字典』），また「舌面前，帯音無気，破裂摩擦音」で

（羅， 31），口蓋化している。

以上のとおり，閑方言韻書の詩のような形式は明らかに福州韻書の伝統

を沿襲したものであるが，十五声母で，声目用字のみが若干違う。

十五音の「入」は中古『庚韻』（宋， 1011年）の“日，娘，泥，雲，従”

五つの声母を含み，日母を主とする。以上三つの韻書が示しているよう

に，閑南語泉音と津音の日母が異なり，間北語福州音の日母とも異なる。

章太炎氏はかつて「古娘日二紐蹄泥説」（1919）と論証したとおり，上

古の文献においては中古の日母（nz）も娘母（n）も明らかに泥母（n)

と同一で、あった。例えば，人「奴願切」，仁「乃定切J，「人仁之聾今在日
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紐」「人仁本音如イ妄在泥紐也」，「古音任同男南，本在泥紐」，等等。

また，閑方言福州音日母の白話音は未だに変化していないが（呉方言日

母の白話音も［n］とする）円泉音津音は殆ど変わってしまった。

そのような差異は時代とはいかなる繋がりであろうか？ その差異は二

つの言語層とみてもよいであろうか？ 日本の漢字音にもそのような相違

が見られるが，時代に伴フ変化と言われるようだった。閑南語においても

そのような時代の面影が見られるだろうか？

3 日本漢字音との対照

3. 1 日本漢字音

日本漢字音は主に「呉音」と「漢音」二つの系統に分かれ，「呉音」は

五世紀前後（中国の六朝時代，南朝と北朝分立していた頃）日本に伝わっ

た漢字音で，中国の長江下流，つまり当時南朝の栄えた華中，華南地方の

字音であると言われている。「漢音j は 7 ～ 10世紀の間唐の都長安に赴い

た遣唐使の伝えた長安語で，中園西北方言の一種である（藤堂， 1984）。

呉音，漢音の声母については様々な違いがあり，たとえば漢語の日母

(r）は，呉音ニ・ネ，漢音じ・ぜ；漢語の明母（m）は呉音マ行，漢音ば

行；漢語の泥母（n）は，呉音ナ行，漢音だ行；漢語の濁音は，呉音では

濁音，漢音では清音，等々。ここでは「日 j 母を中心に，先ず呉音と漢音

の例を上げてみる。

（呉音・漢音）一一藤堂， 84, p288 

ー （ニ・じ） 人 （ニン・じん）

女 （ニョ・じょ） 然 （ネン・ぜん）

任 （ニム・じむ） 若 （ニャク・じゃく）

鏡 （ネウ・ぜう） 日 （ニチ・じつ）

藤堂氏によれば，「漢語の日母は上古から六朝迄，全て niーと言う形を

備えていました。たとえば『人 nienj 『日 nied でした。それが唐代に入

ると，『人 rienj 『日 ried となりました。つまり ni の所が ri に変わっ

たのです（擦音化といいます）。この ri の発音は， じつはそり舌音の要素
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を含むのですが，日本人にはジ・ゼの様に聞こえましたので，『人じん・

日じつ・然ぜん』という漢音式の発音が生じたのです。」（84, p229) 

有坂秀世「惰代の支那方言J (57, p289）において，切韻時代の「若字

の頭音は，北方では nz であり，江東では n であった。……これらの特色

は，かなり古い時代から存したものと思われる」と説いた。

章太炎説，藤堂説及び有坂説いずれも上古音の日母は鼻音の n であっ

fこ。

泉州の白話音にはまだ、鼻音の要素が残っているが，津音には殆ど見られ

ない。以下表の如く。

3. 2 対照表

説明： 1. 鼻音化韻前の日母「n」と記する；

声門鎖閉音は「h」と記する；

文語音は臼文，白話音は口白と記する；

声調を省く。また，呉音は「呉」，漢音は「漢」と記する。

2. 漢字音は『漢和大辞典』（藤堂明保， 95，学研）に拠る。漢字

音の国際音声記号は『日本語教育事典.］ （日本教育学会編，大

修館， 82）に拠る。

［表 5 J （ー）

日 児 耳 而

泉 lit Ii文 nP: 

nu白 hi白

度 lit li文 nr文

nu白 hi白

津 dzit dzi dzi dzi dzi 

dzi 

主ノ主、 nit~i ni m ni m 

j莫 d3itsw d3i d3i d3i d3i 
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（二）

如 ｛需 手L 汝 辱 祷

泉 hu lu lu lw lbk lbk 

ni白

度 lu lu lu lu lbk lick 

m白

津 dzu dzu dzu文 dzi dzbk dzbk 

dzi 

呉 IlJO IlJUI IlJUI IlJO nikw nikw 

no kw 

j莫 d30 d3wd3w d30 d3okw d3田k叩

（三）

入 執 人 任

泉 lip liat文 lin文 lin lim 

luah白 Iau白

度 lip liat文 lin文 lin lim 

luah白 Iau 白

i章 dzip dziat文 dz in dz in dzim 

dzuah白

呉 njw netsw nin m mm 

j莫 d3山 dzetsw d3in d3in d3imw 

（四）

三II>刃むp 忍 刃 肉 若

泉 lin lim lim lbk文 lbk文

hiak白 na白

度 lin lim文 lim lbk文 fok文

lun 白 bah白 na白

埠 dz in dzim文 dzim dz bk dziak文

dzun文 dzuah白
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正ノ主、 nm nm nm nikru njakru 

Il]lU nja 

漢 d3in d3in d3in d3ruk田 d3ak田

（五）

~~ 柔 j閏 燃 染

泉 lbk liu lun lian liam 

hTa白 nI0 

度 lbk liu lun lian文 liam文

hTa白 Ill白

i章 dziak dziu dzun dzian dziam 

nIE'1 * 
正ノ主、 njakru Il］山 nm nen nen 

漢 d3ak田 d3ru d3run dz en sen 

（六）

軟 戎 冗 譲 壌

泉 lua n一文 lbu lbu lbu lbu 

nu白 mu 

度 luan文 lbu lbu fou文 lbu 

nu白 nー1U仁1

淳 dzuan dz bu dz bu dz bu dziau 

nuI白＊ nI3白＊

正ノ~ 、 nen 町田 njru njo Il]O 

j莫 dz en d3田 d30 d30 d30 

（七）

鏡 擾 芯，c＇也マ、 イ乃

泉 liau liau lui liu 

屡 liau liau lui liu 

樟 dziau dziau dzui dziu 

呉 njo njo nrui Il]O 
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漢 d30 d30 dzwi d30 

* 『雅俗通十五音J によれば，津州“染，軟，譲”の白話音［n]

は日母（dz）ではなく，柳母 (1）である。

3. 3 まとめ

上記表の示したように，泉州、｜，度門音の「日」母の文言音は l で，一部

の白話音は韻母の鼻音化に影響を受け， l → n に変化した。

泉州、｜，度門の「lJ は完全鼻音でない点が日本の呉音と違う。しかし，

鼻音化韻母前の「n」は呉音に近い。韻母の鼻音化は唐五代の頃から現わ

れ（羅， 33），鼻音韻尾の一日が消失して，鼻音化の「～」となった。日本

漢音のーウ，一イのような音声表記は，そのょっな変化を表わすと言われ

る。

文語音と白話音二種類の発音を持つ方言は閑音系に限らず，中国殆どの

方言に見られる。但し，閑語においては文白二つの層をもっ字が極めて多

く，特に閑南方言文白音の対応は普遍的な存在である。文言白話音の区別

は移民関係によるものと見られる。そのような区別は一つの方言の中の二

つの層と見てもよいと思われるが，白話音は文言音より古いとも言える。

例えば，泉州、｜白話音は一般には漢吾時代の官話音と言われ，文言音は唐の

官話音と言われる（黄典誠， 85）。

日母は上古音（n）から中古音（nz）擦音化したが，鼻音はまだ残って

いた。しかし，津州の dz は鼻音ほとんど残らず，口蓋化（palatal) し

た。津州の日母（dz）は日本の漢音とまったく同じとは言い切れないが，

似ているところが少なくない。僅かな鼻音化韻母が残っているところを見

ると（6），日本の漢音よりちょっと早いが，ほぼ同じか，つまり「niーから

riーに変わった頃」のそり舌音の要素を含んだものと見てよいであろう。

4 「日」母語音層

黄典誠82. 日母 (1) は「上古音的残絵」として例を挙げた。度門の l は

英語の d に似てるので，度門人は［d］を真似るのに「老」の声母をあて
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る。よって，藤堂氏慶門音係14声母の来母，日母を［d］で統一して，

「つまり音韻的には［l］もないj と指摘した（80, p155）。

上古音の日母は n であることを前人によって証明されてあるが，その n

が泉州，度門音の l/d とはいかなる繋がりであろうか？

4. 1 nd の可能性

nd，鼻音声母の非鼻音化と言うものである。

上古音の声母は舌，歯，牙，喉，唇五音に分かれ， n （泥）は舌音に属

する。

［表六］ 古本紐（上古の形をよく保存した声母）

舌 t （端） t’（透） d （定） n （泥） 1 （来）

歯 ts （精） ts’（清） dz （従） s （心）

牙 k （見） k’（渓） g （群） 。（疑）

喉 －（影） h （暁） h （匝）

唇 p （帯） p’（祷） b （並） m （明）

＊古本紐は民園始めの学者黄侃（1886 1935）『音

略J に拠る。

後に舌音から舌上音グループの知，徹，澄，娘が分出し，『切韻.］ （陪，

陸法言， 601年）に現われた。

日母（nz）が初めて現われたのは敦燈寓本「守温30字母」（唐末）であ

ったが，同じ舌上音グループだった。

［表七］ 『守温音皐残巻.］ 30字母

一一南梁比郎守温撰

く唇音〉 不芳並明

く舌音〉 端透定泥 是舌頭音。

知徹澄日一一是舌上音。

く牙音〉 見（君）渓群来疑等字一一是也。

く歯音〉 精清従一一是歯頭音。

審穿蹄照一一是正歯音。
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く喉音〉 心邪暁一一是喉中清音。

匝職影 亦是喉中音濁。

n → nz の変化は即ち擦音化であった。摩擦音要素の介入によって，舌

頭鼻音は舌面鼻音となり， n→吋→ nz，そして現代標準語の r に至った。

現代の r は鼻音舌面の要素がともに無くなり，有声の摩擦音だけとなっ

た。そのいきさつは，つまり n → nj → nz → z/r → r であった。

しかし，閑南日母の l/d は「上古音的残徐」とすると，上古時代の n か

らどのように変化したのであろうか？ 考えられるのは n から nz 変化す

る間，もう一つ別の音素の存在があり，それがすなわち nd であった。 nd

→ d，鼻音の消失しによって， l に近い d が残った。

資料によれば，鼻音声母の非鼻音化は普通中古時代において起こった音

声の変化と見られるべところが，もしも六朝以前 nd 既に存在するとす

れば，つまり，上古時代において，鼻音声母の非鼻音化現象は既に起こっ

たことも考えられる（金， 94）。

上古時代，もともと n である泥母の一部は非鼻音韻母の前では nd とな

った可能性があり得る。推測してみれば，以下のとおりであろう。

泥 n －→ n/nd

泥 n/nd'----

二＞ n

娘 n---------

日 nz -• z/r -• r 

と
1

・
E
E
’

a
一一一一〉 中古 一→ 現代

nd → nz の可能’性について，『韻鏡j （南宋張麟之の序文， 1161年と 1203

年，唐代韻図，一巻，著者不詳）などは日母を正歯音の3等には配置され

ているところを見ると， i, u 介音の多いことに違いない。 nd+i，狭母音

i の介入によって，舌頭鼻音破擦音の nd が舌面摩擦音の nz に変化するの

もあり得ることで，不自然ではない。よって，津州音の dz は nz から鼻

音が消失して，完全擦音化へと変化したのが不可能で、はないことも言える
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だろっ。

4. 2 閤南日母

日母は閑地方においては幾つかの層があると考えられる。最も古いのは

関東，閑北地方の n 層で， n は呉音のように，六朝以前の言語層と見られ

る。その他にも d/l と dz 二つの層があり， l は dz より古いとの考えであ

る。

d/l 層 n • nd • d/l, d/l は鼻音を失った舌頭音である。閑南泉州

地方の周辺で，非鼻音化した上古音の nd の残りであり，中古音の nz に

なる前に中原地方から離れて閑地に入った。後に鼻音が消失して， d/l が

残ったが，鼻化音韻母と組合せると［n］に戻りやすくなる。

dz 層－n/nd → nz → dz, dz は鼻音を失い，舌面，有聾，摩擦音であ

る。閑南津州地方で，中古日母 nz から変化してきたと考えられる。

有坂秀世「漢字の朝鮮音について」の中で， 10世紀頃の開封方言の日母

についての考察によれば，当時の日母は弛い口蓋的な［z］で，鼻音要素

はどちらかといえば，消失していた可能性が強いとのことである。

津州の dz は z とも書く。その dz/z は鼻音化韻母に影響きれない（3.

3. 及び［注7］参照）。

現在の淳州地方では「老派J 「新派j の区別が有り，老派の日母

[dz］，新派は [l] （泉，度音との区別が無い），羅常培氏1930年調査する

当時，そのような変かは既に起こっていたと見られる。しかし，たとえそ

うだっとしても，［dz]> [l] に説明し難いであろう。

5 終わりに

日本漢字音との対照によれば，淳州音 dz の時代は比較的明らかであ

る。それに慶門の l は dz より変化したのではなしむと l はもともと別

系統の音素で，同じ語音の層ではないことも言える。

泉州度門の d/l は津州の z より早い，上古音の残りとすると， n にた

どるにはかはない。もしも n → nz の間 nd が存在するとすれば， d/l へ
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の変化にも説明ができる。泉州慶門の他にも「日」母は！とする方言が幾

つかある。たとえば済南（山東），揚州（江蘇），南昌（江西）など。故

に，閑南日母の l は孤立しものではなしあるグループ的の変化と考えら

れる。

参考資料

1. 羅常培1930 r慶門音係J。台湾古亭書屋

2. 羅常培1930 『唐五代西北方音』。中園上海

3. 王育徳1969 『台湾語音の歴史的研究J。東京第一書房， 19870

4. 洪惟仁1993 『間南経典僻書葉編J。台湾武陵書局

5. 藤堂明保1984 『新訂中園語概論j。東京大修館

9. 藤堂明保1980 『中国音韻論j 東京光生館

7. 藤堂明保『漢和大辞典J。学研， 1995. 4. 

8. 周長揖1991 『間南話輿普通話』。北京語文出版社

9. 周長揖編纂『慶門方言僻典J。中園江蘇教育出版社， 19930

10. 章太炎1919 『園故論衡J。中国斯江

11. 黄典誠1985. 6. 『葉音輿南曲』。中園南音皐舎皐術討論曾85.6，泉州。

12. 黄典誠1982 「間南方音中的上古音残徐J。『語言研究.］ 3, pl 72-187 

13. 『漢字方音字葉』第二版， 1985。中園文字改革出版社

14. 有坂秀世「漢字の朝鮮音について」，「陪代の支那方言」。『国語音韻史の

研究.］ 1957，東京三省堂。

15. 金徳平1994. 4. 「従日語漢音試論唐長安話明母音値」。『音韻皐研究』第

三輯， p178-182。

16. r 日本語教育辞典j 日本語教育学会編。大修館書店， 1982。

｝王

( 1) 14 と 17の区別は b (m), I (n), g (u）にある。それは同一音素の条

件付きバリエーションで，非鼻音化母音の前では b, I, g，鼻音化母

音の前では m, n，となる。

例えば年［lian] [nl］，命［biu] [mra］，誤［gコJ [u:>J 等は，文語

音と白話音の違いで，意味上の区別がない，普通は b, I, g にまとめ

てみる (14）。しかし，実際に m, n, D のような音素が存在している

ので，区別するために分けてみる見方もある (17）。

( 2) 津州の声母は泉州、｜より一つ多いので， 15 (18）声母となる。

( 3) 津州十五音の後， j山頭『潮聾十五音J，福州『正音通俗表J，建欧『建
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州八音j 等が編纂された。

( 4) 『八音字義便覧』は閑音係韻書の噛矢と言われている。明代 (16世紀）

の戚縫光が福州方言のために編纂した（一説，幕僚である音韻学者の

陳第編纂）。『珠玉同聾』（17世紀）は清の林碧山『八音字義便覧J 基

づいて改定した本である。「戚j と「林」は二人の姓を取ったもので

り，「八音j とは八声調の意味である。

( 5) 福州音「日」母字（文：白）

入 ih: nih 若 y:>h: nmh 

仁 in: nin 忍 yn: nun 

呉方言「日」母字（文：白）

人 z~m: nin 認 z;:m: nin 

染 z~ ： nii 譲 zau : niau 

( 6) 淳州音の日母字には僅かな鼻音化韻母が残っているが，声母への影響

は殆どない。例えば爾 zl，乳 zI。

( 7) 敦偉から発見きれた『千字文』『大乗中宗見解J 『阿禰陀経J 『金剛経J

などには，チベット文字による音注のついた漢字が1152字もありま

す。羅常培唐五代西北方音によると，「漢音の明母（m）一般に’b と

記きれ，泥母（n）の字は’d と記される。ただし鼻音韻尾をもっ字の

声母は mや n のままである。’b，’d はそれぞれ mb, nd の音を表わ

すのであろう J，「日母の字（六朝時代は ni，唐代は ri）は，児 zi，人

zin，然 zen のように z （じつは r をあらわす）で記きれる。また，漢

語の娘母（n）の字は，尼 di または女 nzo のように記される」，それ

らはすなわち「唐代長安語の特色」である（藤堂， 89, p223）。有坂

氏「漢字の朝鮮音について」には，「唐中葉以降の西北支那方音では，

明泥娘疑母の頭音は，特殊の条件の下にいる場合を除けば，全て mb

nd nd ngg の如き形になっている。……即ち，これらの頭音は，常に

外国語の有声破裂音と同一視されいる」と指摘した。

附：一．閑語方言図（『方言.］ 85. 3. p. 172に拠る）

一 中古36字母・音債推定表

一 間南声調表
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附 二．

話日竺ご｜全滑｜次清｜全濁 I ex ~渇｜清｜濁

:1§1堕l自主医院一一
全 13. 喰音 影・ ｜暁 h I 匝日｜愉 y

附 三．

間南声調表

代i ~地＼＼誌＼値f訴W叶I ＂－類J| | 
平 上 去 入

陰平 ； 陽平 陰上 l 陽上 陽去；陰去 陰入｝陽入

東；同 董：動 洞：棟 督；濁

去声

泉 33 24 544 : 22 31 4 23 

上 陽去

度 44 ' 24 53 22 : 21 32 : 4 

上 陽去

津 44 13 53 22 : 21 32 : 12 
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